
1 
 

平成 23 年 8 月 2 日 
全国 16 獣医学系教育機関の長殿 

 
全国大学獣医学関係代表者協議会 

会長 吉川 泰弘 

 

全国 4 都市における「獣医学教育改革シンポジウム」への教員ご出席のお願い 
 

 平成 23 年 6 月 29 日開催の全国大学獣医学関係代表者協議会の席上、今後の獣医学教育改

革全体のプロセスが論議され、新たな教育改革に向けて本協議会の体制が実質的に新たなもの

となりました。すなわち、私どもの目下の懸案課題でありますモデル・コア・カリキュラム、

獣医学共用試験、共通テキスト、共同実習、第三者評価、および家畜病院関連事項などを扱う

各委員会が上記協議会の下で活動する委員会として承認されたものです。これを受けて各委員

会では今後我が国獣医学教育内容の向上を目指して、多岐に亘る数多くの教育改善事項を逐次

スピーディに検討して実現すべく、その具体的な活動を開始したところです。 

 
 申すまでもなく、これらすべての獣医学教育改革事項は、全国獣医系大学教職員の皆様の全

員参加による教育改革に向けた熱意とご支援により成就されるものです。そこで新たな教育改

革プランの全体像とその改革プロセスの中で獣医学系教員が主体的に行うべき事柄について、

事前にその情報と改善についてのイメージを十分に理解していただくとともに、それらをすべ

ての先生方の共有財産としていただくことを目的として、全国協議会では下記の日程で獣医学

関係教員全員の方々のご出席をいただくことにより、逐次下記全国 4 都市において「獣医学教

育改革シンポジウム」を開催することと致しました。すべての獣医学教育に携わる先生方のご

出席をお願いしたく思います。準備の都合上、各大学の先生方のご参加を確認させていただき

たく、予め添付の出席者登録名簿にご氏名と出席希望会場名をご記入し、北大獣医学教育改革

室・橋本善春（hashimo@vetmed.hokudai.ac.jp）にお知らせいただき、ご出席下さいますよ

うお願い致します（いずれか 1 つのシンポジウムにご出席下さい）。 
どうぞよろしくお願い申し上げます。 

記 
 

主催：全国大学獣医学関係代表者協議会、共催：日本学術会議 

 

【獣医学教育改革シンポジウム】 
―我が国獣医学教育の充実と改善を目指して― 
【大阪府大会場・東京会場・札幌会場・鹿児島会場】 

 

【会場および開催日程】 
1．大阪府大会場：日本獣医学会獣医学教育改革シンポジウム（大阪府堺市中区学園町、大阪 

府立大学中百舌鳥キャンパス・多目的ホール）、 
各大学獣医学教育関係教職員  

          開催日：平成 23 年 9 月 21 日（水）13:00－16:00  

 
2．東京地区会場：日本学術会議講堂（東京都港区六本木 7 丁目 22－34、東京メトロ千代田線 

「乃木坂」駅から徒歩 3 分） 
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                  主に次の大学の教職員： 北里大学、岩手大学、東京大学、日本獣医 
                                         生命科学大学、東京農工大学、麻布大学、日本 

大学、岐阜大学、大阪府立大学、鳥取大学 
              開催日：平成 23 年 10 月 8 日（土）13:00－17:00  

 
  3．北海道地区会場（北海道大学獣医学研究科講堂、札幌市北区北 18 条西 9 丁目） 
                   主に次の大学の教職員： 帯広畜産大学、酪農学園大学、北海道大学  
              開催日：平成 23 年 10 月 29 日（土）13:00－17:00  

 
  4．九州地区会場（鹿児島大学農学部、鹿児島市郡元１丁目 21 番 24 号） 
                   主に次の大学の教職員： 山口大学、宮崎大学、鹿児島大学  
              開催日：平成 23 年 11 月 19 日（土）13:00－17:00  

 
【開催の主旨】  

獣医学教育に携わる獣医学関係大学の全教職員に向けて、全国 4 都市（大阪・東京・札幌・ 
鹿児島会場）において「獣医学教育の充実・改善方策について」教育改革シンポジウムを開 
催し、とりまとめの趣旨と今後の改革プロセスを獣医学関係全教職員にお知らせし、その内 
容を十分に理解していただくことを目的とする。 

   
【シンポジウムプログラム】    

座長：吉川泰弘 

 
     1）文科省高等教育局専門教育課 内藤敏也課長挨拶 
   2）吉川泰弘   「教育改善運動の経緯と協力者会議での議論」 
     3）唐木英明   「とりまとめの報告（要約）」 
     4）文科省高等教育局専門教育課柿澤雄二課長補佐 
                       「獣医教育改善に対する文科省の認識と今後の方針」 
     5）農水省消費・安全局畜水産安全管理課佐々木勝憲課長補佐 
                       「参加型実習がもたらす獣医学教育の改善とその新たな役割」 
     6）厚労省医薬食品局食品安全部加地祥文課長 
                        「公衆衛生実習への取り組み支援について」 
     7）尾崎  博      「獣医学モデル・コア・カリキュラムの今後の発展」 
     8）橋本善春     「コアカリ準拠共通テキストの刊行とその役割」 
     9）佐々木伸雄     「臨床獣医学教育の改善のポイントと今後の臨床実習」 
    10） 杉山  誠     「獣医公衆衛生学分野教育改革のポイントと今後の公衆衛生学実習」 
    11）高井伸二      「獣医学共用試験実施に向けての道筋」 

 
  ※（予め参加登録をいただきます。当日に講演抄録と出席者名簿を配布致します。)  

 


